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問題と目的
日本では、匚年間自殺者 ３万人」という深
刻な事態が1998年から続いている。自殺や自
殺未遂は、本人にとってこの上ない深刻な事
態であるだけでなく、その家族と周りの人々
に大きな悲しみと生活上の困難をもたらすこ
とになる。このような状況の中、2006年には、
匚自殺対策基本法」が施行され、匚自殺総合対
策大綱」（2007）においては遺された人の苦
痛を和らげるため、自殺や自殺未遂の発生直
後に遺された人の心理的影響を和らげるケア
を行うとともに、遺族のための自助グループ
等の地域における活動を支援することを示し
ている。また、今やホスピス・緩和ケアにお
いても、遺族ケアは抜きにすることのできな
いものとして掲げられている。
このような遺族ケアの分野において注目さ
れている概念の一つにクリープかおる。クリー
プは 匚対象喪失による、精神的・行動的・社
会的・スピリチュアルな反応、その経験のプ
ロセス」(Rando,  1993) と定義される。 ク
リープに関する理論は、20 世紀から21世紀に
かけて大きく変遷しており、最近では、クリー
プが他者や、社会的環境に影響を受けている
という記述がなされている(Hagman,  1996,
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Neimeyer,  2002) 。 その上うな中で、坂口
(1999) は残された者の精神的健康が、喪失
そのものだけでなく、その喪失に関連して生
じた新たなストレッサー（二次的ストレッサー）
によって阻害される可能性を示唆した。また、
福岡（2003）は、死別後のソーシャルサポー
トが肯定的な心理的変化を促し、その変化が
現在の精神的健康を促進することを示唆した。
このようにソーシャルサポートの重要性が指
摘されているが、それらはいずれも遺族や喪
失した人の視亟からであり、ソーシャルサポー
トを提供する側の視点は含まれていない。
本論文の目的は、 ソーシャルサポートを
提供する側の視点を知ることで、 提供者側
の視点の理解、 クリープエデュケーション
の際の留意点や着目点 につなげていく。 そ
して、それらの知見を踏まえた上で、遺族
や喪失した人すなわちクリープにある人の
支援にどのように役立てていけ るのかを検
討する。
方　　法
手続き　Ｔ大学心理福祉学部生147 名、同大
学心理福祉以外の学部生71 名、計218 名を
対象に、予備調査によって作成した質問紙
を実施した。
調査対象者の属性　 調査対象者の平均年齢は　　100
20.01歳(SD=2.83  ; range  18～48）であっ　　::
た。 性別 は、男性101 名(46.1%) 、 女性　　::
117名（53.4％）であった。　　　　　　　　　　ｏ
倫理的配慮　質問紙への記入はいつでもやめ
ることができることを伝え、意見等ある際
は実施者へ連絡をとれるよう配慮した。
結　　果
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Figure l. プ ラスの働きかけとマイナスの働きかけ
考　　察
クリープにある人に働きかける際に困難だ
と感じた相手として最も多かったのは 匚友人」　　　 クリープにある人に働きかける際に困難だ
54.6%  (119人）であり、次に 匚家族」26.2%　　 と感じた相手は、友人が54.6% と全体の半分
（57人）であった。匚親戚」は7.8%  (17人）、　　 を占めていた。 クリープについて伝えていく
匚恋人」3.7%  (8 人）、匚知人」4.6%  (10人）、　　 際に、友人が大切なものを失くした時に、ど
匚その他」3.2% ∩ 人）であり、その他とし　　 んなことができるのかについて伝えていくこ
ては、上司、友人の兄弟、隣家の人などが挙　　 とは、大学生に対しては有用な手立てとなる
げられた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と考えられる。
クリープにある人の喪失内容としては、　　　 喪失内容については、匚死別」が最も多かっ
匚死別」が59.2%  (129人）と最も多く、次に　　 た。得丸（2005）によれば、小・中・高等学
匚失恋」24.8%  (54人）であった。匚離婚」は　　 校をあわせた全体をみた場合、約６割の児童・
3.7%  (8 人）、匚病気」6.0%  (13 人）、匚引越　　 生徒が 匚悲嘆を伴う死別経験かおる」と回答
し」1.4%  (3 人）、匚その他」4.59%  (10人）　　 しており、死別は、当事者としても、そして
であり、その他としては、倒産、不登校、い　　 サポートを提供する側においても比較的多く
じめなどが挙げられた。　　　　　　　　　　　　　の人に起きているということであり、グリー
匚プラスの働きかけのみ」を行なった人が　　 フについて伝えていくことの必要性を示唆し
もっとも多 く、全体の52.8%  (115 人）を占　　 ている。
めていた。匚プラス・マイナス両方の働きか　　　 マイナスの働きかけをした人は全体の33.9%
け」をした人は全体の30.1%  (66 人）、匚マイ　　　であった。これらマイナスの働きかけに関し
ナスの働きかけのみ」は3.7%  (8 人）であっ　　 ては、大和田（2005）、坂口(1999) の両者
だ(Figure l. ）。また、 マイナスの働きかけ　　 が述べているように、遺族の捉えかたによっ
を行った人は全体の33.9%  (74人）であった。　　 てもその評価は変わる。従って、マイナスの
また、匚不安」と 匚マイナスの働きかけを　　 サポートであろうと、それを必ずやってはい
した」（「=｡175, p<｡01 」、匚怒り」と 匚マイナ　　　けないサポートと位置づけることには疑問が
スの働きかけをした」（ｒ=｡218, p<｡01 ）にお　　 残る。これに関しては、マイナスのサポート
いて、有意な相関関係がみられた。　　　　　　　　と不安の開に関連性が見られたことが大きな
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示唆を与えてくれる。それは、情報が不安を
軽減させるという可能性である。 サポート提
供者側に対して、クリープの過程や、クリー
プにある状態の大切さ、話を聞くだけでも力
になっていることを伝えることで不安の軽減
につながりマイナスのサポートが軽減する可
能性が考えられる。ここでは情報が押し付け
や縛りにならないように伝えることが大切で
あろう。不安に関しては、大変漠然とした概
念であるため、これらを明確にしつつ、まず
それに気づくことができるような試みも効果
的ではないかと考える。
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